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町 の 人 口 

(51年8月末日現在） 

人 口 9, 256人 （減7) 

男 4, 403人 （減8 ) 

女 4, 853人 （増1〕 

世帯数 2, 863世帯（減3 ) 
"%.．”・一．・”・，’"”・”・．J一’．,．”・．‘・”．. 

出生 10人 転入 29人 

死亡 8人 転出 38人 

( ）内は前月との増減 

＜赤池町老人福祉センターにて＞ 

’昭和51年度敬老会 

式 典 に 出 席 さ れ た 

お 年 寄 り た ち． 
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51 

10 
石165号 

和
名
 
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
 

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
出
 

雲
の
国
に
集
ま
り
た
ま
う
と
い
う
こ
と
 

か
ら
雷
が
無
く
な
る
月
と
も
い
わ
れ
 

る。 
⑨
ー
日
（
金
）
法
の
日
 
労
働
衛
生
週
 

間
 
赤
い
羽
根
募
金
 

@
3

日
 
（
日
）
市
場
小
学
校
運
動
会
 

@
9
日
（
土
）
赤
池
町
統
一
秋
祭
り
 

⑥
 10 

日
（
日
）
赤
池
町
統
一
秋
祭
り
 

体
育
の
日
 

目
の
愛
護
デ
ー
 

@
 11 

日
 
（
月
）
第
十
六
回
上
野
峡
ロ
ー
 

ド
レ
ー
ス
 
（
町
公
認
コ
ー
ス
）
 

@
 14 

日
（
木
）
鉄
道
記
念
日
 

⑨
 18 

日
 
（
月
）
心
配
ご
と
相
談
日
（
旧
 

第
二
公
民
館
）
貯
蓄
の
日
 

統
計
の
日
 

@
 20 

日
（
水
）
秋
土
用
入
り
 

@
 23 

日
 
（
土
）
電
信
電
話
記
念
日
 

霜
降
 

@
 24 

日
（
日
ン
地
区
対
抗
三
百
ニ
十
才
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 
町
村
 

対
抗
第
十
二
回
郡
野
球
大
会
 

@
 27 

日
（
水
）
読
書
週
間
 

▽
聞
く
は
一
時
の
恥
 

知
ら
ぎ
る
は
一
生
の
恥
△
 



け
 

い け 昭和51年10月1日 （2) か
 

あ
 

n
及
 

＋立十 広
 

第165 号 
か い け 昭和51年10月1日 あ

 
報
 

広
 

第165 号 3
 

お
じ
い
さ
ん
 
お
ば
あ
さ
ん
 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
／
 

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
は
，
赤
 

池
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
年
寄
り
 

を
招
き
、
老
人
の
日
に
ち
な
ん
で
長
寿
 

を
祝
い
ま
し
た
」
 

今
年
の
敬
老
会
該
当
者
は
全
体
で
七
 

百
二
十
四
人
、
う
ち
式
典
の
該
当
者
は
 

八
十
才
以
上
で
百
七
十
五
人
で
、
こ
の
 

日
百
十
人
の
お
年
寄
り
が
出
席
し
ま
し
 

た。 長
寿
を
祝
っ
て
．
県
お
よ
び
町
か
ら
 

そ
れ
ぞ
れ
年
令
別
該
当
者
に
対
し
て
、
 

金
杯
、
ポ
ン
チ
ョ
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
茶
 

わ
ん
，
湯
の
み
セ
ッ
ト
な
ど
の
記
念
品
 

が
贈
ら
れ
、
こ
の
あ
と
、
池
永
町
長
ほ
 

か
、
来
賓
の
方
々
の
長
寿
を
祝
う
祝
辞
 

が
あ
り
ま
し
た
。
 

引
続
い
て
会
食
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

が
行
な
わ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
老
人
大
 

学
有
志
の
皆
さ
ん
）
の
合
唱
や
、
藤
和
 

会
の
踊
り
が
あ
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
 

お
年
寄
り
の
踊
り
の
飛
び
入
り
芸
も
あ
 

り
楽
し
い
ム
ー
ド
の
中
で
終
り
ま
し
 

た。 町
内
の
最
高
齢
者
は
男
で
上
野
上
／
 

（表彰を受けるお年寄り、まだまだ若いです／) 

赤

池

町

統

一

秋

祭

り

 

ー

十

月

九

日

十

日

の

両

日

に

ー

 

今
年
も
昨
年
に
つ
づ
き
赤
池
町
の
秋
 

祭
り
が
九
日
、
＋
日
の
両
日
に
全
町
統
 

一
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
各
 

地
区
一
斉
に
と
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

今
ま
で
の
赤
池
町
の
秋
祭
り
に
つ
い
 

て
は
各
地
区
ご
と
に
別
々
に
行
な
わ
れ
 

て
、
期
日
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
ま
し
た
 

が
、
昨
年
よ
り
全
町
統
一
的
に
秋
祭
り
 

が
実
施
さ
れ
、
今
年
は
そ
れ
に
つ
づ
く
 

統
一
的
秋
祭
り
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
 

各
地
区
の
と
り
組
み
状
況
で
は
、
五
な
 

町民会館前に集合 し た山笠） ？し 

（ニコニコ笑って元気ですノ） 

い
し
六
地
区
か
ら
の
本
格
的
な
山
笠
が
 

立
つ
見
込
み
で
あ
り
、
そ
れ
に
こ
ど
も
 

山
笠
な
ど
も
加
わ
っ
て
、
か
な
り
の
に
 

ぎ
わ
い
が
予
想
さ
れ
、
全
山
笠
が
町
民
 

会
館
に
勢
揃
い
す
る
計
画
も
進
め
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
 

ま
た
そ
の
ほ
か
の
行
事
と
し
て
は
素
 

人
の
ど
自
慢
大
会
、
芸
能
発
表
会
，
囲
 

碁
大
会
な
ど
の
計
画
も
す
す
め
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
 

町の機構が一部 

変わりました 

民生課が住民課と 

福祉同和課に分かれるク 

既
に
広
報
九
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
 

し
た
役
場
の
人
事
異
動
で
次
の
よ
う
に
 

事
務
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
。
 

（藤印会の皆さんの踊りと飛入りのお年寄り） 

／
谷
の
世
良
馬
吉
さ
八
（
 94 

才
）
、
女
 

で
上
野
上
小
路
の
世
良
ト
ョ
さ
ん
（
 95 

才
）
で
す
。
 

ま
た
今
年
米
寿
（
 88 

才
）
を
迎
え
ら
 

れ
た
方
々
は
六
人
い
ま
す
。
 

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
（
金
杯
）
 

赤
池
昭
和
町
 
坂
元
 
フ
イ
 

ク 

中
組
 
藤
井
良
太
郎
 

ク 

ル 

中
道
 
ナ
カ
 

ク
車
道
二
 

中
川
 
チ
ナ
 

上
野
 
堀
田
 
香
野
 
繁
蔵
 

ル 

原
 

松
葉
ハ
ッ
ェ
 

八
十
九
才
以
上
の
方
ー
ポ
ン
チ
ョ
）
 

赤
池
本
町
三
 
大
池
ヲ
リ
エ
 

ク
 

ク 

西
郷
里
嘉
蔵
 

ガ
下
町
一
 

武
末
 

ヒ
サ
 

ク 

東
町
 

重
松
 

シ
メ
 

上
野
 
上
谷
 
世
良
 
馬
吉
 

' 
ノ
 
ノノ 

住
 

民
 

課
 

▼
戸
籍
住
民
係
 

〇
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
こ
 

と。 

〇
各
種
身
元
調
査
に
関
す
る
こ
と
。
 

C
国
籍
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
身
元
証
明
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
改
氏
名
に
関
す
る
こ
と
．
 

〇
民
刑
事
処
罰
に
関
す
る
こ
と
．
 

〇
人
口
動
態
調
査
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
埋
火
葬
許
可
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
死
産
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
こ
 

と。 

〇
王
食
配
給
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
外
国
人
登
録
に
関
す
こ
と
。
 

▼
衛
生
、
国
民
健
康
保
険
係
 

〇
各
種
予
防
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
伝
染
病
予
防
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
母
子
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
し
尿
及
び
塵
芥
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
公
害
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
埋
火
葬
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
畜
犬
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
国
民
年
金
、
福
祉
年
金
に
関
す
る
こ
 

と。 

O
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
に
関
す
る
 

こ
と
】
 

〇
被
保
険
者
資
格
取
得
喪
失
に
関
す
る
 

こ
と
。
 

〇
保
険
給
付
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
そ
の
他
、
保
健
及
び
環
境
衛
生
に
関
 

す
る
こ
と
。
 

福

祉

同

和

課

 

▼
福
祉
係
 

〇
引
揚
者
に
関
す
る
こ
と
。
 

（老人大学の有志の皆さんによる台唱） 

ク
上
里
二
 

太
田
 
彦
市
 

ク
上
小
路
 
世
良
 
ト
ョ
 

老
人
ホ
ー
ム
 
奥
 
カ
ッ
 

か 

皿
山
 
世
良
 

ュ
キ
 

市
場
 
下
組
 
太
田
 

ョ
ン
 

以
上
の
十
人
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
 

方
に
は
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
に
過
し
 

て
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
 

す。 〇
旧
軍
人
及
び
遺
家
族
援
護
に
関
す
る
 

こ
と
。
 

〇
身
体
障
害
者
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
行
旅
死
亡
人
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
擢
災
者
救
助
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
里
親
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
日
赤
に
関
す
る
こ
と
り
 

〇
共
同
募
金
に
関
す
る
こ
と
。
 

C
児
童
遊
園
地
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
地
方
改
善
事
業
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
生
活
保
護
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
保
育
所
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
児
童
手
当
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
民
生
委
員
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
老
人
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
そ
の
他
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
一
切
 

の
こ
と
。
 

▼
同
和
課
 

〇
同
和
対
策
調
整
に
関
す
る
こ
と
。
 

※
従
来
産
業
振
興
課
に
あ
っ
た
鉱
害
 

係
、
国
土
調
査
係
は
企
画
室
へ
、
民
生
 

課
に
あ
っ
た
消
防
係
は
総
務
課
の
所
轄
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

企
 

画
 

室
 

▼
鉱
害
係
 

〇
鉱
害
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

▼
国
土
調
査
係
 

〇
国
土
調
査
に
関
す
る
こ
と
。
 

総
 

務
 

課
 

▼
消
防
係
 

〇
防
犯
、
防
災
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
消
防
団
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
そ
の
他
消
防
に
関
す
る
こ
と
。
 



け
 

し
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

第165 号 広 報 あ か い け 昭和51年10月1日 
い け 昭和51年10月1日 （4) か

 
あ
 

報
 

広
 

第165 号 
、
 ⑤

 

一
、
昭
和
五
十
一
年
度
 

一
般
会
計
予
算
上
半
期
の
 

執
行
状
況
 

昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の
 

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
財
政
の
硬
 

直
化
が
問
題
と
さ
れ
、
筑
豊
地
区
は
も
 

と
よ
り
県
内
、
県
外
を
問
わ
ず
地
方
財
 

政
は
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
中
に
あ
 

昭和49年度財政事情公表（上期） 

S51. 4・1 ~51. 6. 30 まで 

つ
て
、
本
町
に
お
 

い
て
も
健
全
財
政
 

を
基
本
方
針
と
し
 

（
て
国
、
県
の
補
助
 

”
事
業
を
重
点
的
に
 

ー
取
入
れ
、
町
民
福
 

3

祉
・
産
業
基
盤
の
 

ロ
整
備
を
柱
と
し
た
 

り
予
算
編
成
を
し
、
 

（
執
行
に
あ
た
っ
て
 

は
既
定
経
費
の
節
 

、
減
を
強
力
に
実
施
 

7

し
、
限
ら
れ
た
財
 

ぐ
源
の
効
率
的
な
執
 

S

行
に
努
力
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

上
半
期
の
各
費
 

目
別
予
算
執
行
状
 

況
は
別
表
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。
 

ニ
、
昭
和
五
十
一
年
度
 

特
別
会
計
予
算
の
執
行
 

状
況
 

別
表
に
示
す
と
お
り
で
す
。
 

、 、 、 

（単位千円） 

昭和51年度一般会計予算執行状況 

歳出 歳入 

科 目 予 算 額 51・6月未 
まで執行済額 科 目 予 算 額 

51・6月未 
まで執行済額 

1 町 税 

2 地 方譲与 税 

娯楽施設利用税 
交 付 金 

自動車取得税 
交 付 金 

5 地 方交付税 

交通安全対策 
特 別 交 付金 

7 分担金及び負担金 

8 使用料及び手数料 

9 国 庫支 出 金 

10 県 支 出 金 

11 財 産 収 入 

12 寄 付 金 

13 繰 入 金 

14 繰 越 金 

15 諸 収 入 

16 町 債 

643 

248 

棚
 

155 

卿
 

620 

卿
 
725 

m
 

051 

卿
 

ー
 

ー
 
ー
 
902 

81~
 

93, 

6
 

9' 

563, 

36, 

16, 

74~,
 

248,
 

5~,
 

99, 

392, 

7

, 182

3
,3 ~4 

農 

1 議 会 費 

2 総 務 費 

3 民 生 費 

4 衛 生 費 

5 労 働 費 

6 農林水産業費 

7 商 工 費 

8 土 木 費 

9 消 防 費 

10 教 育 費 

11 災 害 復I日 費 

12 公 債 費 

13 諸 支 出 金 

14 予 備 費 

巧 前年度繰上充用金 

33,887 

170, 195 

280,507 

48,007 

699,964 

120, 660 

3,728 

288,547 

16,912 

239,742 

150,291 

94,568 

49, 302 

2,000 

60,000 

8,023 

30,810 

57, 142 

6,250 

22, 170 

9,773 

522 

31,924 

9,061 

25,080 

876 

41.626 

歳 入 合 計 2,258,3 )0 399, 580 歳 2,258,310 243,257 

I ' 

) 

) 

青
く
澄
ん
だ
秋
空
の
下
に
 

熱
 
戦
 
を
 
展
 
開
 

第
七
回
福
岡
県
少
年
野
球
大
会
 

ー
I
ー

筑

豊

地

区

予

選

大

会

ー

 
ー 

チ
ビ
ッ
子
野
球
，
夏
の
祭
典
I

県
大
 

会
出
場
を
か
け
八
月
十
日
、
十
一
日
の
 

二
日
間
に
わ
た
り
筑
豊
レ
ク
リ
エ
ー
シ
 

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於
い
て
 

九
チ
ー
ム
が
参
加
、
当
地
区
よ
り
赤
池
 

ク
ラ
ブ
が
出
場
し
、
熱
戦
の
末
惜
し
く
 

も
決
勝
戦
で
芦
屋
ジ
ヤ
イ
ア
ン
ツ
に
敗
 

れ
準
優
勝
と
な
り
県
大
会
出
場
は
果
せ
 

ま
せ
ん
で
し
た
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（優勝）芦屋ジャイアンツ 
4  I 」5 

ノ I

ー，9 41 L _. 

F
い舞」 

ロ
襲
舞
 

圧
内
ジ
ャ
ガ
し
ス
 

赤

池

ク

タ

プ

 

山
田
少
年
野
球
部
 

穎
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
 

稲
薬
ヴ
ィ
ク
ト
リ
l
 

本
大
会
開
催
中
応
援
し
て
下
さ
っ
た
 

父
兄
の
皆
様
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
 

し
た
。
 

「
野
球
部
で
は
部
員
を
募
集
し
て
お
り
 

ま
す
．
野
球
好
き
な
小
学
生
諸
君
、
野
 

球
部
員
と
一
諸
に
野
球
を
や
り
ま
し
ょ
 

う
、
心
か
ら
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。
」
 

子

供

会

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

 

ー
八
区
子
供
会
優
勝
ー
 

真
夏
の
太
陽
の
照
り
つ
け
る
八
月
】
一
 

＋
二
日
、
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
九
チ
 

ー
ム
が
参
加
し
、
激
し
い
斗
い
の
す
え
 

八
区
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
勝
、
八
区
チ
ー
ム
 

二
位
、
上
の
 

原
 
三
位
、
十
二
支
所
 

尚
、
八
区
チ
ー
ム
は
郡
大
会
へ
出
場
致
 

し
ま
す
。
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子
供
会
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
 

電
？
ー
七
区
女
子
勝
 
つ
‘
，
 

子
供
会
地
区
対
抗
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
 

会
は
四
チ
ー
ム
が
参
加
、
夏
の
熱
気
の
 

む
ん
む
ん
す
る
体
育
館
の
中
で
熱
戦
を
 

く
り
拡
げ
ま
し
た
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
勝
、
七
区
チ
ー
ム
 

二
位
、
二
十
 

四
支
所
 
三
位
、
八
支
所
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〇
の
中
の
数
字
は
得
点
 

学校給食のあゆみ目 

学校給食法法制化ノ、 

昭
和
二
十
六
年
六
月
 

末
日
で
打
ち
切
ら
れ
た
 

ガ
リ
オ
ア
資
金
に
対
し
 

て
、
政
府
も
当
時
の
財
 

政
事
情
か
ら
し
て
肩
変
 

り
で
き
ず
、
学
校
給
食
 

の
中
止
も
や
む
を
得
な
 

い
と
い
う
事
態
に
至
り
 

ま
し
た
。
 

こ
の
危
機
に
際
し
て
 

学
校
給
食
の
継
続
、
お
 

よ
び
そ
の
た
め
の
国
庫
 

補
助
実
現
、
ひ
い
て
は
 

学
校
給
食
の
法
制
化
を
 

要
望
す
る
世
論
が
全
国
 

的
に
盛
り
あ
が
り
、
そ
の
運
動
も
全
国
 

P
T
A
を
主
と
す
る
全
国
学
校
給
食
推
 

I 

※長期債現在高 1,715,007 ※一時借入金現在高 60,000千円 

（単位千円） 昭和51年度各特別会計執行状況 

進
協
議
会
を
中
心
に
活
発
に
展
開
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

一
方
、
政
府
は
連
合
軍
総
指
令
部
、
 

ま
た
政
府
部
内
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
 

は
種
々
協
議
さ
れ
、
大
き
な
社
会
問
題
 

に
ま
で
発
展
し
た
こ
と
を
重
視
、
遂
 

に
昭
和
二
十
七
年
度
予
算
に
お
い
て
は
 

小
麦
の
半
額
国
庫
補
助
十
四
億
円
等
が
 

計
上
さ
れ
、
学
校
給
食
継
続
の
線
は
貫
 

ぬ
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
 

結
果
、
給
食
費
は
有
償
と
な
り
そ
の
た
 

め
給
食
実
施
人
員
数
も
減
少
を
み
ま
し
 

た
が
、
し
か
し
こ
れ
を
機
会
に
学
校
給
 

食
実
施
の
基
礎
は
定
ま
り
、
文
部
省
は
 

二
十
七
年
三
月
の
次
官
通
達
「
昭
和
一
一
 

十
七
年
度
学
校
給
食
実
施
方
針
」
に
お
 

い
て
物
資
の
供
給
方
法
に
つ
い
て
示
す
 

と
共
に
 
「
学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
と
 

し
て
実
施
す
る
も
の
」
 
で
あ
る
こ
と
を
 

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
二
十
九
年
六
月
に
は
、
永
年
の
 

要
望
で
あ
っ
た
「
学
校
給
食
法
」
が
制
 

定
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
 

同
法
の
制
定
に
よ
っ
て
学
校
給
食
実
 

施
の
基
礎
、
将
来
へ
の
推
進
の
土
台
が
 

で
き
、
以
後
同
法
は
遂
年
改
正
を
重
ね
 

中
学
校
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
 

と
共
に
、
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
 

て
い
る
も
の
以
外
で
給
食
費
の
支
払
い
 

困
難
な
児
童
、
い
わ
ゆ
る
準
要
保
護
児
 

童
の
給
食
費
を
補
助
す
る
規
定
が
設
け
 

ら
れ
（
昭
和
三
十
一
年
三
月
）
更
に
三
 

十
】
年
六
月
に
は
「
夜
間
課
程
を
置
く
 

高
等
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
に
関
す
 

る
法
律
」
翌
三
十
二
年
に
は
「
盲
学
校
 

聾
学
校
及
び
養
譲
学
校
の
幼
稚
部
及
び
 

51年度重点事業 

D 町道整備事業 58,301千円 

レ 赤池工場団地造成事業 387,919千円 

レ 赤池町総合グラウンド整備事業183,786千円 

ン 赤池町下水道鉱害復旧事業 72,905千円 

＞ 町営住宅改善事業 32,000千円 

ン 上野小学校危険校舎改築工事 57,850千円 

＞ ボタ山防災事業 γ50,291干円 

ン 上野橋架設工事 72,000千円 

会 計 名 

歳 入 歳 出 

予算額 51.6月未ま 
で執行済額― 予算額 

51.6月末 
執行済額 

国民健康保険事業勘定 

赤池橋架設準備積立金 

上 水 道 事 業 

簡 易 水道 事 業 

住宅改修資金貸付事業 

病 院 事 業 

159,252 

711 
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22,701 

344,417 

31, 007 

264 
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14, 139 

22,701 

349, 116 
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47 
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高
等
部
に
お
け
る
学
校
給
食
に
関
す
る
 

法
律
」
が
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
ま
し
 

た。 ま
た
こ
の
間
，
昭
和
三
十
年
に
は
 

「
日
本
学
校
給
食
会
法
」
の
制
定
に
よ
 

っ
て
特
殊
法
人
日
本
学
校
給
食
会
が
発
 

足
し
、
学
校
給
食
用
物
資
の
普
及
充
実
 

の
た
め
の
諸
事
業
を
実
施
、
推
進
す
る
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
う
し
て
学
校
給
食
は
学
校
給
食
法
 

の
制
定
以
来
、
法
的
に
も
実
施
体
制
の
 

上
で
も
着
々
と
整
備
が
加
え
ら
れ
、
ま
 

た
実
施
人
員
数
も
三
＋
年
七
百
万
人
か
 

ら
三
十
二
年
八
百
万
人
、
三
十
三
年
九
 

百
万
人
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
あ
る
程
度
普
及
し
た
段
階
 

に
達
し
た
昭
和
三
十
五
、
六
年
頃
に
至
 

り
、
や
や
伸
び
悩
み
状
況
を
示
す
よ
う
 

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
一
段
と
普
及
お
よ
 

び
内
容
の
改
善
向
上
を
は
か
る
た
め
に
 

は
学
校
給
食
制
度
そ
の
も
の
の
再
検
討
 

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
大
蔵
省
は
三
十
六
年
度
予
算
 

の
編
成
に
あ
た
り
、
給
食
用
小
表
粉
に
 

対
す
る
補
助
を
打
ち
切
る
と
い
う
意
向
 

を
示
し
た
た
め
、
 
一
層
そ
の
解
決
が
せ
 

ま
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
文
部
省
は
そ
の
対
策
と
し
て
 

学
校
給
食
制
度
調
査
会
を
設
置
し
、
国
 

の
栄
養
、
食
糧
政
策
と
の
関
連
に
お
い
 

て
学
校
給
食
制
度
の
あ
り
方
を
調
査
審
 

議
し
、
今
後
の
改
善
方
策
の
樹
立
を
は
 

か
る
答
申
を
提
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
 

ま
す
。
 

つ
 

づ
 

く
 


